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渦渦潮潮  

徳徳島島県県  鳴鳴門門海海峡峡ににてて  

医医医療療療法法法人人人慶慶慶友友友会会会   吉吉吉田田田病病病院院院   

すすすこここやややかかか
広広報報誌誌  

第第２２８８号号  

吉田病院の理念 
医療の主人公は患者さま、生活者のみなさまです。 

わたくしたちは、 
一．みなさまにわかりやすい説明と必要な情報を提供し、 

同意に基づく医療を進めます。 

一．みなさまの人格、プライバシーを尊重します。 

一．みなさまにまごころをこめて、親切に接します。 

一．みなさまに必要な医療を地域と連携して提供します。 

一．みなさまにより良い医療を提供できるよう、 

自らを磨きます。 

一．みなさまの健康増進のために、全力を尽くします。   

22000088 年年 99 月月 1111 日日・・1122 日日のの 22 日日間間、、徳徳島島でで開開催催さされれたた第第 4499 回回日日本本人人間間ドドッックク学学会会にに、、当当院院ススタタッッフフ総総

勢勢 1133 名名でで、、参参加加ししててききままししたた。。22 年年後後のの 22001100 年年ににはは吉吉田田威威理理事事長長がが学学会会長長ととななっってて、、旭旭川川ででここのの全全国国学学

会会がが開開催催さされれるる予予定定でであありり、、今今回回ははそそのの準準備備ににむむけけててのの勉勉強強ももかかねねてて、、多多くくののススタタッッフフがが出出向向くくここととにになな

りりままししたた。。  

ここのの時時期期のの徳徳島島ははままだだ夏夏のの気気候候ででししたたがが、、会会場場はは立立派派ななココンンベベンンシショョンンセセンンタターーでで大大変変快快適適ででししたた。。学学

会会ププロロググララムムはは、、会会長長講講演演・・教教育育講講演演ななどどのの企企画画がが 1111 種種類類とと、、ラランンチチョョンンセセミミナナーー1100 種種、、そそれれかからら一一般般

公公開開講講座座がが行行わわれれ、、一一般般演演題題ははすすべべてて口口演演ででテテーーママごごととにに 66 会会場場にに分分かかれれてて発発表表さされれてていいままししたた。。  

当当院院かかららのの発発表表はは、、横横田田先先生生・・武武田田先先生生・・南南ささんん・・大大橋橋ささんん・・立立石石ささんんのの５５題題ででししたた。。発発表表ははいいずずれれもも綿綿

密密にに準準備備さされれ練練習習をを重重ねねたた内内容容でで、、会会場場でで活活発発なな議議論論ももななさされれるるななどど、、発発表表のの成成果果もも十十分分ににああっったたとと感感じじ

ままししたた。。人人間間ドドッックク・・検検診診いいずずれれもも当当院院のの症症例例数数はは群群をを抜抜いいてておおりり、、今今後後もも各各種種ののテテーーママにに沿沿っったた研研究究をを

重重ねね、、機機会会をを捉捉ええてて発発表表ししてていいくく姿姿勢勢がが重重要要ででははなないいかかとと思思わわれれままししたた。。  

発発表表ののなないいススタタッッフフはは、、２２年年後後のの旭旭川川ででのの学学会会にに備備ええてて、、会会場場のの運運営営状状態態やや参参加加者者のの動動ききななどどににつつきき、、

詳詳細細にに見見学学ししててききままししたた。。自自分分たたちちのの手手ででここのの全全国国学学会会をを運運営営ししななけけれればばいいけけなないいとと思思ううとと、、本本当当ににでできき

るるののかかとといいううちちょょっっととししたた不不安安とと、、大大ききなな仕仕事事にに向向かかうう確確かかなな手手ごごたたええをを実実感感ししててききままししたた。。  

学学会会のの１１日日目目にに行行わわれれたた総総会会ののななかかでで、、次次回回・・次次々々回回ののアアナナウウンンススががあありりままししたた。。奈奈良良理理事事長長先先生生がが慶慶

友友会会ののここととをを好好意意的的にに紹紹介介ししててくくだだささりり、、そそししてて、、22001100 年年のの学学会会長長ととししてて、、理理事事長長がが演演壇壇にに上上ががっっててごご挨挨

拶拶ををさされれままししたた。。慶慶友友会会がが全全国国的的にに期期待待さされれ、、活活躍躍ののチチャャンンススををいいたただだけけたたとといいううここととでですすかからら、、そそのの期期  

                                            待待をを裏裏切切ららなないいよよううなな素素晴晴ししいい学学会会をを開開催催ででききるるよよ

うう、、参参加加者者皆皆でで決決意意をを新新たたににししててききままししたた。。  

２２年年後後ににむむけけてて、、ここれれかかららココツツココツツとと準準備備をを始始めめまま

すす。。職職員員をを初初めめ多多くくのの方方々々ににごご協協力力ををおお願願いいすするるこことと

ににななるるとと思思いいまますすがが、、宜宜ししくくおお願願いいししまますす。。皆皆のの力力でで、、

当当地地旭旭川川ででのの立立派派なな学学会会をを作作りり上上げげままししょょうう。。  
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「「ＭＭＤＤＣＣＴＴをを用用いいたた大大腸腸検検査査のの有有用用性性とと問問題題点点ににつついいてて」」  吉吉田田病病院院  放放射射線線課課  課課長長  南南  祐祐一一  

また他の病院でどんな方法で行って

いるかを学ぶことができ、自分にと

って大変有意義な学会となりまし

た。

今後、今回のドック学会から学ん

できたことを患者様に還元していき

たいと思います。

今回、放射線課では大腸３ＤＣＴについて発表させていた

だきました。大腸３ＤＣＴは当院が２００５年に１６列マル

チスライスＣＴを導入してから、約１００人以上の患者様に

実施してきました。

その中で見つかった様々な病気の説明や検査するためにど

ういう工夫をしているかを発表し、

仮想内視鏡

画像 

ＭＰＲ画像 

大腸の３Ｄ画像 

「「人人間間ドドッッククでで発発見見さされれたたヘヘリリココババククタターー除除菌菌後後胃胃癌癌ににつついいてて」」  健健康康相相談談セセンンタターー  所所長長  横横田田  欽欽一一  

ピロリ菌（ヘリコバクター・ピロリ）は小児の胃に感染する細菌で、慢

性胃炎を起こします。日本人の半数は感染者です。近年、胃癌はピロリ菌

感染者に発生し、非感染者には発生しないことが分かってきました。一方、

成人になってからピロリ菌を駆除しても、胃癌の発生は完全にはなくなり

ません。今回、当院ドックでピロリ菌除菌後５年以上たった２例の早期胃

癌を経験しました。ピロリ菌を除菌しても、内視鏡による年１回の胃の検

診は必要です。 

「「生生活活習習慣慣病病対対策策ととししててのの人人間間ドドッックク事事業業のの有有用用性性のの検検証証  

        －－３３年年連連続続受受診診者者ににおおけけるる各各パパララメメーータターーのの推推移移かからら」」  吉吉田田病病院院  外外来来部部長長  武武田田  寛寛樹樹  

本学会には当院から総勢１０名が参加し、5 題の演題発表をしました。数年前まで、

私一人が出席して演題発表をしていた頃を思うと隔世の感があります。これは当院

の医療の質が上がり、予防医学へもしっかりと力を注いでいる証であると思います。

さて、総会で報告された 2007 年度の人間ドック統計によると初めて『異常ナシ』の

人の割合が昨年を上回ったとの事でした。

私の発表結果とあわせて、予防医学としての人間ドック事業のひとつの成果であ

ると考えると嬉しくまた一層の責任を感じました。

２００８年９月１１日（木）・１２日（金）の２日間、徳島市のアスティとくしまで開催された《 第４９回

日本人間ドック学会 学術大会 》は、「厳しい情勢下の人間ドック ～受診者・医療者・事業者がともに満足す

る人間ドックを目指して～ 」というテーマの下、特別講演、教育講演、シンポジウム、及び一般公開講座とい

ったメインプログラムに加え、各分野から数多くの一般演題が発表されました。 

今号では当院から参加した一般演題発表者５名の、学会参加の感想や演題についてのコメントを紹介します。
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ののおお知知ららせせ 見 て 食べるさわって 

おお問問合合わわせせ先先  

＊＊吉吉田田病病院院栄栄養養課課  

（（代代表表））００１１６６６６--２２５５--１１１１１１５５  

〔〔内内線線２２２２１１７７〕〕  

＊＊健健康康ササポポーートト室室    

（（直直通通））００１１６６６６--２２５５--９９５５８８７７  

管管理理栄栄養養士士とと一一緒緒にに「「食食とと健健康康」」ににつついいてて考考ええててみみまませせんんかか？？  

開催地徳島は北海道では経験したことがない暑さでした。今回の人間ドック学会

では前回より「喫煙」に関する演題が多いことに驚きましたが、禁煙指導の第一人

者であるおふたりの先生のお話を聞くことができました。その中でも特に『喫煙は

病気』という言葉に感銘を受けました。今後の自分自身の知識を広めるとともに当

院での禁煙指導の参考にしていこうと思いました。

「「人人間間ドドッッククににおおけけるる喫喫煙煙率率のの推推移移ににつついいてて」」  健健康康相相談談セセンンタターー 人人間間ドドッックク課課 係係長長   大大橋橋 千千尋尋

当院ドック連続受診者における当院ドック連続受診者における
喫煙率の変化喫煙率の変化

対象：3年連続受診者のうち、初回に喫煙していた324名

平成17年度

平成18年度

平成19年度

３２４名

３２４名

３２４名

324名(100%)

298名(92%)

269名(82%)

喫煙している 喫煙していない

26名
(8%)

55名
(18%)

10名は喫煙再開

 昨年度、特定保健指導を実施し、その結果２５.５％のメタボリックシンドローム

の改善が得られました。そこで、保健指導前後で性、年齢、嗜好、腹囲、ＢＭＩ、

血圧、ＨｂＡ１ｃ、中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、総支援ポイント、行動変容

ステージ、食事改善項目、運動改善項目について、統計学的に比較しました。 

 ＭＳ非改善群と改善群を比較した結果、保健指導上の差異は見出すことができま

せんでした。行動記録表を用いた保健指導では、腹囲・ＢＭＩの値が基準値に近い

ほど、目標値に達しやすいため行動意欲の改善に繋がりやすいと考えられます。保

健指導はより早い段階で介入したほうが効果的だと考えます。 

の実施、禁煙外来の紹介、禁煙指導の

継続・強化をして禁煙率上昇を目指し

て努力していきたいと思います。

「「メメタタボボリリッッククシシンンドドロローームムのの改改善善にに繋繋ががるる保保健健指指導導のの検検討討」」  健健康康ササポポーートト室室  立立石石  久久美美子子

現現在在当当院院１１階階ロロビビーーににてて、、今今号号でで紹紹介介しし

たた《《第第４４９９回回  人人間間ドドッックク学学会会  学学術術大大会会》》

とと合合わわせせてて、、今今年年７７月月にに山山形形でで開開催催さされれたた

《《第第５５８８回回  日日本本病病院院学学会会》》でで発発表表さされれたた

全全演演題題内内容容をを掲掲示示ししてておおりりまますす。。  

写写真真ややググララフフななどどもも多多くく掲掲載載しし、、発発表表者者

かかららのの簡簡単単なな解解説説付付ききでですすののでで、、当当院院ににおお

越越ししのの際際ににははぜぜひひごご覧覧下下ささいい！！！！  

「喫煙」が疾病への危険因子と報告されている中、ＴＡＳＰ

Ｏ導入や特定健診・特定保健指導のリスク項目になるなど「禁

煙推奨」が取り上げられています。そこで、当院人間ドックに

おける「禁煙推奨」の効果について検証しました。

平成１７・１８・１９年の３年連続受診者の禁煙率はわずか

なものでした。そこで、禁煙指導を受けた受診者の動向を見て

みると右のグラフのように最終的には１８％の受診者が禁煙

に成功していることから、まだまだ低い数値ですが禁煙指導は

意義があると考えられました。今後はさらに禁煙アンケート
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月 火 水 木 金 土

武田寛樹 

（循環器・内科） 
 

武田寛樹 

（循環器・内科）

武田寛樹 

（循環器・内科）

 

 

平井克幸 

（血液・内科） 

馬場勝義 

（一般内科） 

平井克幸 

（血液・内科）

馬場勝義 

（一般内科） 
平井克幸 

（血液・内科） 

 
横田欽一 

（消化器・内科）

横田欽一 

（消化器・内科）
 

横田欽一 

（消化器・内科）

鈴木まゆみ 
（呼吸器・内科・漢方）

鈴木まゆみ 
（呼吸器・内科・漢方）

鈴木まゆみ 
（呼吸器・内科・漢方）

 
鈴木まゆみ 
（呼吸器・内科・漢方）

上田修 

（一般内科） 

上田修 

（一般内科） 

上田修 

（一般内科） 

上田修 

（一般内科） 

上田修 

（一般内科） 

【呼吸器】 

豊嶋恵理（旭医大）

内  科 

 

そ の 他 

 
【呼吸器】 

大崎能伸（旭医大）
 

【漢方】 

村主明彦予約制

【循環器】旭医大

 

 

（武田寛樹） 

 

（馬場勝義） 

 

（横田欽一） 

 

（上田修） 

 

外  科 工藤浩市 工藤浩市 工藤浩市 工藤浩市 工藤浩市 （工藤浩市） 

整形外科 井上謙一 塩野雄太（慶応大） 井上謙一 井上謙一 井上謙一 （井上謙一） 

岩島保法 岩島保法 岩島保法 岩島保法 岩島保法 
（岩島保法） 

（岡田瑞穂） 
糖尿病・ 

生活習慣病 

   センター 岡田瑞穂 岡田瑞穂 岡田瑞穂 岡田瑞穂 岡田瑞穂  

長谷部千登美 後藤賢一郎 長谷部千登美 後藤賢一郎 長谷部千登美
（後藤賢一郎）

（長谷部千登美）

（大竹孝明（旭医大））

午 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前 

肝臓病センター 

後藤賢一郎 紀野修一（旭医大）  長谷部千登美 後藤賢一郎  

内科（前半） 横田欽一 岡田瑞穂 鈴木まゆみ 岩島保法 武田寛樹  

内科（後半） 
上田修

（石黒俊哉） 
鈴木まゆみ 上田修 鈴木まゆみ 

上田修 

（鈴木まゆみ）
 午 

 

後 

 

そ の 他 

 【整形外科】
★塩野雄太 

慶応義塾大学整形外科

 

 【漢方】 
★村主明彦予約制

北里研究所 

東洋医学総合研究所

  

内科・循環器科・呼吸器科・消化器科・外科・整形外科 

歯科・口腔外科・リハビリテーション科・放射線科・眼科 

月・木   8:30～19:00 

火・水・金 8:30～18:00 

土・日   8:30～13:00 

旭川市四条西四丁目 

ＴＥＬ （０１６６）25‐1115 

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋｅｉｙｕｋａｉ‐ｇｒｏｕｐ.ｃｏｍ

医医医療療療法法法人人人慶慶慶友友友会会会   

吉吉吉田田田病病病院院院

外来診療担当医師シフト表

 

特殊外来等のご案内 

眼科  毎週木曜日(午前)：旭医大眼科派遣医師 

婦人科  毎週木曜日(午前)：横浜 祐子（旭医大） 

甲状腺  毎月第四土曜日：島袋 嘉修（島袋内科医院）

 

※ 各医師の都合により診察日・時間等の変更がある場合がございま

すのでご了承下さい（受診の際は事前にお問い合わせ下さい） 

※ 土曜日の診察医師は交代制となっております 

※ 午後内科外来の時間は、前半１３：３０～１５：３０ 

後半１５：３０～１８：００です 

※ 出張医・派遣医は青文字で記載しております 

※ ★ 印の塩野医師・村主医師の診察は１６時までとなります 

※ 上記のシフト表は平成２０年１１月１日現在のものです 

広報誌 すこやか 第２８号 編集者：寺林 茜  編集責任者：南 祐一
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